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ですから、 『口承文芸大事典』を刊行する
こと O 出版社は簡単には引き受けないでし
ょうから、自前で編集プランを作成してか
ら出版社と交渉するとか、学会を援助して
くれるような財団から寄付を受けて編集す
るとか、いくつか方法があるのではないで
しょうか。
これが、いうならば、大目標ですが、こ
の1---2年でいえば、学会として口承文芸
における歴史性を見つめ直して欲しいので
口承文芸の歴史性追求のシンポジウムをや
ってほしいと思っています。 1月に福田晃
君が文献と民俗を駆使した『神話の中世』
(三弥井書庖)という本を出しましたので
これを基にすると良いでしょう。観念的、
形式的なシンポジウムは面白くないですか
らo また、これが出来る国は世界でも少な
いので、ぜひ、文献も豊富な日本でごのシ
ンポジウムをやって欲しいのです。さらに
いえば、上海で中国の民間故事集成が続い
て出版されていますが、こういう本を機関
誌や会報で紹介して欲しいという気持ちも
あります D

EヨE日

閑談のつもりで聞いて下さい。昭和49年
6月にフィンランドのヘルシンキで第6回
口承文芸国際会議が開催されました。この
会議に出席した私は、往復の機内で韓国の
崖仁鶴君と一緒になり、ごのような国際会
議を東洋で聞ければと話し合いました。崖
君は早速、昭和51年 5月に韓国江陵市の関
東大学で東北アジア民俗学シンポジウムを
企画し、関敬吾さん(故人)、直江広治さ
ん(故人)、大林太良さん、私を報告者と
して招いてくれたのです。関さんは病気で
出席できませんでしたが、その江陵で私た
ちは日本にも口承文芸学会を作るというこ
とで意見が一致しました。
ごうして昭和52年5月24日に日本口承文
芸学会が誕生したのです。設立以来、 20年
がたちました。この機会に、会員の方に、
もう一度考えていただきたいことがありま
す。
第一は、日常文芸の国際会議を日本で開
いて欲しいということです。第二は、その
前段固として口承文芸研究資料センターを
早急に作らなければならないということで
す。第三は、学会には専門の大事典が必要 (口述筆記一編集部)

大会のお知らせ日本口承文芸学会第21回

公開講演・シンポジウム・
研究発表・会員総会・懇親会
などを予定しています。
詳細は後日お知らせします。

平成9年6月7 (土)---8 (日)日

常葉学園短期大学(静岡県}

月日

場所
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第32回研究例会発表要旨('96.10.19) 

葬歌とシマウタの生成
一奄美・徳之島の事例からー

酒井正子

徳之島には一般庶民のための豊富な葬

歌群が伝承され、歌謡の生成・発展を考

える上で重要な示唆を与える。すべて無
伴奏で歌われ、葬儀の〈供養歌〉から死

後の〈哀惜歌〉まで様々な曲種がある。

ここでは短詞型歌謡である〈哀惜歌〉が
シマウタ(あそび歌、掛け歌、三味線歌)

の有力な源泉の一つであることを示し、

その生成過程を検証する。
〈哀惜歌)は、葬儀の直後、故人の近

親者が、どうしても紛らせない寂しい思
いを口ずさむ。未だ周囲に留まる死者の

霊との歌掛けともとれる状況で、代表的

な曲は《やがま節(やがまぶし)))と《二上り

節(にあがりよし)))である。<<やがま節》はタ

ブー性が強く、旋律も歌詞も一人一人異

なる個人様式の曲で、現在は殆ど廃れて

いる。一方《二上り節》は〈哀惜歌〉と

して歌われるほか何十年も経て死者を思

い出す時、また自らが逝く状況へと循環

しながら繰り返し歌われ、さらに旅送り

や婚礼の別れも歌う。(<やがま節》を包

み込む形で成立したスケールめ大きな曲

で、今日代表的なシマウタとして広く親
しまれている。

旋律的には、 《やがま節》は上下旬同

旋律の反復的な構成が基本だが、同一性

が弱く、個人差が大きい。一方《二上り

節》は集落共有のフシが確立し、上旬部
分の旋律は《やがま節》と似るが、下旬

部分は独自に展開する。前者のアルカイ

ックな反復性に対し、後者は一節ごとの
区切りが明穫で、有節的、遺作的な音楽

様式が確立しているのである。さらに《

やがま節》と関連の深い鎮のシマウタも
含めて比較考察すると、後バヤシを付加

して区切りを明示し、合いの手のハヤシ
をはさむなど、個人的な(哀惜歌〉から

一般的な歌掛けのあそび歌への展開が、
明確に跡づけられる。

ところで、死や悲憤、痛恨などを歌う

(哀惜歌〉の伝統は、実は琉球弧全域に

ベーシックにみられる。ナークニー、 ト

ウバラーマ、スンカニなどの代表的な短

詞型歌謡は、いずれも(哀惜歌〉との関

わりが深く感じられるが、それらの検証

は今後の課題としたい。(東京都)
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アイルランドにおりる語りの伝統

松村賢一

アイルランドにおける諮りの伝統は今

日まで脈々と流れているが、詩人は古く

から語り部の重要な担い手であった。ケ

ルトの古歌『プランの航海』はこの語り

の原点とでもいうべき詩を中心にした最

古の伝承のひとつであり、七世紀壊に成

立したと考えられている。

この古伝承はプランの異界行iの物語で、
あり、生と死をめぐって多くの異界の風

景が組み込まれている。ケルトの異界の
大きな特徴のひとつは、現世において、

人闘が妖精に誘われて訪れるととのでき

る、はるか西方の海上の島、至福の国で

ある。この異界はケルト神話の中で発展

してきたものだが、数多くの小島が浮か

ぶアイルランドの地理上の特色とか、ケ

ルトの民の生活、また中世における聖人

巡礼などと深く関わっている。その根底

には人間にとって到達不可能な楽土の空

間にたいする憧慢と永遠の生への願望が
ある。そ之は黄金の花が咲き乱れ、果実

がたわわに実り、銀が降りそそぎ、烏た

ちが陽気に歌い、食物と美酒が豊富で、
「苦悩もなく、悲哀もなく・・・病もなく、

衰弱もないJ不老不死の「女人の国Jで
ある。

常世を想起させるこのような異界で

は、人間はある時期に必ず郷愁の念にお

そわれる。妖精は異界を離れる者に「ア

イルランドの地に足を触れではならな

いJと警告し、禁忌を与える。異界での
3年が現実世界では 300年経ってい
る。故郷ヘ帰還し、舟が岸辺に着いた

時、プランの仲間の一人が喜んで飛び降

りたとたんに彼は灰と化してしまう。禁

患を破ることによって、彼岸と此岸の時

間の落差がー援に吹き出す仕掛けになっ

ている。日本の「他界 j ということばは

死後の世界を意味することが多いが、か

つて古代人は海界(うなさか)の彼方に

常世の国を想像したごとがあり、 『古事
記』や『日本書紀』などにも常世につい

ての記述が現れている。とりわけ、 『万

葉集』や『丹後風土記』逸文に現れる浦

島子の「眠り」の装置による常世行と帰

還、玉厘と禁忌、時閣の経過などとケル

トの異界の物語の比較考察はすごぶる興
味深い。(東京都)
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